


感動と創造のまちづくり
平成20年度 十日町市予算

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
概
要

予算総額

前 年 比　 38億7,970万円　7.3％の減　
一般会計　308億6,600万円
特別会計　183億9,350万円

　平成20年度がスタートしました。地方財政縮小の時代と言われていますが、当

市も同様です。総合計画を指針にするとともに、長期財政計画などに従って20年

度予算を編成しました。

　市のすべての事業の基になる予算は総額で492億5,950万円。その財源や主な使

い道などについてお知らせします。

　とかく、「堅苦しい」「専門用語が多い」と敬遠されがちな予算や決算ですが、「用

語の解説」や「素朴な疑問Ｑ＆Ａ」なども交えてわかりやすく・親しみやすくお

知らせします。ぜひ最後までご覧ください。

財政課財政係
☎757ー3114

問合せ

　

十
日
町
市
の
平
成
20
年
度
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
と
9
の
特

別
会
計
の
合
計
で
4
9
2
億
5
、
9
5
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

19
年
度
の
予
算
と
比
較
す
る
と
38
億
7
、
9
7
0
万
円
、
7
・

3
%
の
減
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
75
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
り
老
人
保
健
制
度
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が
57
億
4
、
4
4
0
万
円
減

額
し
た
た
め
で
す
。 コモ通り夏祭り ( 鬼太鼓座の公演 )

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
3
0
8

億
6
、
6
0
0
万
円
で
前
年
度
対
比
2
億

1
、
1
0
0
万
円
、
0
・
7
%
の
増
で
す

が
、
借
換
債
（
用
語
の
解
説
①
）
を
除
く

と
2
億
1
、
2
8
0
万
円
、
0
・
7
%
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
の
う
ち
市
民
税
は
、
地
域
経
済
の

低
迷
や
団
塊
世
代
の
退
職
な
ど
の
影
響

に
よ
り
個
人
分
で
前
年
度
対
比
2

・

3
%

減
の
18
億
5
、
9
0
0
万
円
、
法
人
分

で
前
年
度
対
比
14
・
1
%
減
の
3
億
4
、

1
5
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
地
価
が
下

落
傾
向
に
あ
る
土
地
の
課
税
標
準
額
や
鉄

道
及
び
送
電
施
設
な
ど
の
償
却
資
産
の

価
格
が
減
少
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る

た
め
、
前
年
度
対
比
2
・
0
%
減
の
34
億

3
2
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
か
ら
交
付
を
受
け
る
地
方
交
付
税

は
、
市
の
歳
入
の
3
分
の
1
を
超
え
、
歳

入
の
主
要
な
財
源
と
な
る
も
の
で
す
。
特

別
交
付
税
で
合
併
支
援
分
（
用
語
の
解
説

②
）
が
終
了
す
る
た
め
1
億
1
、
0
0
0

万
円
の
減
と
な
る
も
の
の
、
普
通
交
付
税

は
、
特
別
枠
と
し
て
20
年
度
に
創
設
さ
れ

区　　　　　　分 平成20年度予算額 前年度対比

一 　 般 　 会 　 計 308億6,600万円 　　　　　　 0.7%

特 　 別 　 会 　 計 183億9,350万円 　△　　　　18.2%

内

　

　

　

訳

国 民 健 康 保 険 62億7,310万円 　　　　　　 6.1%

国 保 診 療 所 4億1,940万円 　△　　　　 3.3%

老 人 保 健 6億8,220万円 　△　　　　89.4%

後 期 高 齢 者 医 療 5億8,800万円 　　　　今年度新規

介 護 保 険 48億7,680万円 　　　　　　 2.4%

簡 易 水 道 事 業 13億4,970万円 　　　　　　 2.2%

下 水 道 事 業 34億7,730万円 　　　　　　10.5%

農 業 集 落 排 水 事 業 6億2,440万円 　　　　　　30.0%

松之山温泉配湯事業 1億0,260万円 　　　　今年度新規

合                  計 492億5,950万円 　△　　　　 7.3%

一般会計・特別会計の内訳

※H20.3.31現在の人口は61,701人です。予算合計額に対する市民１人当たり予算額は、80万円です。
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た
地
方
再
生
対
策
費
（
用
語
の
解
説
③
）

を
見
込
ん
だ
た
め
、
交
付
税
全
体
で
は
前

年
度
対
比
1

・

0
%
増
の
1
1
4
億
6
、

0
0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

繰
入
金
は
、
平
成
15
年
度
に
発
行
し
た

げ
ん
き
債
（
用
語
の
解
説
④
）
が
満
期
を

迎
え
る
た
め
、
減
債
基
金
を
4
、
8
0
0

万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
市
営
住
宅
整

備
資
金
を
2
、
9
1
9
万
円
、
大
地
の
芸

術
祭
基
金
を
3
、
0
0
0
万
円
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
3
億
円
繰
り
入
れ
る

た
め
、
前
年
度
対
比
27
・
4
%
増
の
5
億

9
9
3
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
は
、
借
換
債
を

前
年
度
対
比
4
億
2
、
3
8
0
万
円
増
の

5
億
8
、
0
5
0
万
円
計
上
し
た
ほ
か
、

高
速
情
報
通
信
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
た

め
に
過
疎
対
策
債
が
増
加
し
た
た
め
、
市

債
全
体
で
は
前
年
度
対
比
7
・
0
%
増
の

41
億
8
、0
4
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
常
分
の
市
債
は
、
昨
年
末
に

定
め
た
長
期
財
政
計
画
や
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
に
従
っ
て
抑
制
を
図
っ
た
結

果
、
4
・
0
%
減
の
35
億
9
、
9
9
0
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

性
質
別
で
見
る
と
、
人
件
費
は
前
年
度

対
比
7
・
4
%
減
の
52
億
3
、
6
7
3
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
減
額
の
理
由
は
、

退
職
者
の
増
加
に
よ
り
退
職
手
当
が
6
、

3
3
8
万
円
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
職

員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
退
職
手
当
を
除

く
職
員
人
件
費
が
2
億
2
、
8
3
0
万
円

減
と
な
っ
た
ほ
か
、
旧
町
村
が
加
入
し
て

い
た
退
職
手
当
組
合
の
3
年
分
割
に
よ
る

清
算
金
2
億
5
、
4
6
1
万
円
の
支
払
い

が
完
了
し
た
た
め
で
す
。

　

市
の
借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費

は
、
前
年
度
対
比
10
・
0
%
増
の
55
億

3
、
4
7
6
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
借
換
債
が
4
億
2
、
3
8
0
万
円

の
増
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
四
日
町
市
営
住

宅
整
備
事
業
や
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
施

設
整
備
事
業
が
完
了
し
た
も
の
の
、
高
速

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
や
学
校
施
設
耐

震
補
強
事
業
な
ど
の
予
算
計
上
に
よ
り
、

前
年
度
対
比
3
・
2
%
増
の
39
億
6
、

3
4
9
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

物
件
費
は
、
大
地
の
芸
術
祭
委
託
料
や

統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
な

ど
の
予
算
計
上
に
よ
り
、
前
年
度
対
比

3
・
6
%
増
の
40
億
6
、
3
9
5
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

補
助
費
な
ど
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
負
担
金
を
新
た
に
計
上
し

た
た
め
、
前
年
度
対
比
16
・
7
%
増
の
36

億
5
、7
4
2
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

①
【
借
換
債
】

　

民
間
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
す
る
場
合
に
、
以
前
は
10
年
を
越
え

る
借
り
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
10
年
を
越
え
る
借
り
入

れ
の
場
合
に
は
、
10
年
経
過
後
に
償
還

残
金
を
再
借
入
（
借
換
）
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
経
過
後
の
再

借
入
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
系
資
金
の
借
り
入
れ
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
借
換
債
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
で
は

厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況
を
勘
案
し

て
、
5
%
以
上
の
利
率
で
借
り
入
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
利
子
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
行
政
改
革
な
ど
を
行
う
こ

と
を
条
件
に
19
年
度
か
ら
低
利
率
で
の

再
借
入
（
借
換
）
を
認
め
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

②
【
合
併
支
援
分
】

　

合
併
特
例
法
に
よ
り
合
併
後
の
新
た

な
財
政
需
要
な
ど
の
財
源
手
当
て
と
し

て
、
一
定
の
算
式
に
よ
り
普
通
交
付
税

と
特
別
交
付
税
の
交
付
額
に
合
併
支
援

分
が
上
乗
せ
さ
れ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

十
日
町
市
の
場
合
、
普
通
交
付
税
が

合
併
初
年
度
か
ら
1
億
5
、
0
0
0
万

円
を
5
年
間
、
計
7
億
5
、
0
0
0
万

円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
別
交

付
税
は
初
年
度
が
3
億
5
0
0
万
円
、

2
年
度
目
が
1
億
8
、
3
0
0
万
円
、

3
年
目
が
1
億
2
、
2
0
0
万
円
で
計

6
億
1
、
0
0
0
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
【
地
方
再
生
対
策
費
】

　

都
道
府
県
税
で
あ
る
法
人
事
業
税
な

ど
の
都
道
府
県
間
格
差
が
6
・
1
倍
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
是
正

す
る
た
め
に
、
国
は
制
度
改
正
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
是
正
で

生
じ
る
財
源
を
活
用
し
て
、
地
方
が
自

主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
活
性
化
施

策
に
必
要
な
経
費
を
、
地
方
財
政
計
画

の
特
別
枠
と
し
て
地
方
再
生
対
策
費

4
、
0
0
0
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。（
十
日
町
市
の
交
付
見
込
額
は
、
3

億
6
、
0
0
0
万
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま

す
。）

④
【
げ
ん
き
債
】

　

旧
十
日
町
市
が
、
平
成
15
年
度
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
精
神
障
害
者
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
事

業
の
財
源
に
、
広
く
市
民
に
購
入
を
募

る
市
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債
を
1

億
円
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
公
募
債
の

こ
と
を
通
称
と
し
て
「
げ
ん
き
債
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
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熱戦が繰り広げられる吉田クロスカントリー競技場妻有焼陶芸センターの登り窯

地
産
地
消
推
進
事
業　
　
　

　
　
　
　

１
、
５
７
５
万
円

ふ
る
さ
と
の
森
林　
　
　
　

復
元
支
援
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
７
０
万
円

企
業
設
置
奨
励
事
業　
　
　

支
出
ま
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
た
め

20
年
度
当
初
予
算
は
未
計
上

新 規

学
区
検
討
委
員
会
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

67
万
円

地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
も
つ

創
造
性
豊
か
な
人
づ
く
り

※
（　

）
内
は
実
施
地
域

新 規
　

新
十
日
町
市
の
小
・
中
学
校
の
適
正
な

学
区
を
設
定
し
、
教
育
効
果
を
一
層
高
め

る
た
め
「
十
日
町
市
学
区
検
討
委
員
会
」

を
設
置
。
委
員
は
一
般
市
民
を
含
む
20
人

以
内
で
構
成
し
、
年
度
内
に
提
言
を
ま
と

め
ま
す
。

小
中
学
校
介
助
員
設
置
事
業

　
　
　
　

４
、
４
６
８
万
円

拡 大
　

近
年
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
・
中
学
校
介
助
員
を
増
員
し
、
特
別
支

援
学
級
な
ど
の
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
（
小
学
校 

19
年
度

：

20
人
↓
20

年
度

：

25
人
、
中
学
校 

19
年
度

：

2
人

↓
20
年
度

：

3
人
）

小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

　
　

２
億
５
、
０
２
４
万
円

新 規
　

学
校
施
設
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
学
校
の
耐

震
診
断
・
耐
力
度
調
査
と
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
し
ま
す
。（
耐
震
補
強
工
事

：

屋

内
体
育
館
＝
鐙
島
・
橘
・
松
里
小
、
校
舎

＝
倉
俣
小
）

松
代
郷
土
資
料
館
等
整
備
事
業

　
　
　

１
億
５
、
０
０
０
万
円

　

19
年
度
か
ら
の
2
か
年
継
続
事
業
と
し

て
、
松
代
地
域
の
池
尻
地
内
に
あ
る
郷
土

資
料
館
を
駅
裏
に
移
築
す
る
と
と
も
に
収

蔵
庫
を
建
設
し
、
貴
重
な
歴
史
資
料
の
保

存
活
用
と
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

生
か
し
ま
す
。（
松
代
）

国
体
開
催
運
営
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　

５
、
６
０
０
万
円

　

平
成
21
年
2
月
17
日
㈫
か
ら
20
日
㈮
ま

で
の
4
日
間
、「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬

季
大
会
」
と
し
て
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
を
開
催
す
る
た
め
の
運
営
経
費
で
す
。

雪
国
文
化
や
地
域
資
源
を

生
か
し
た
活
力
あ
る

産
業
づ
く
り

拡 大
　

地
元
農
産
物
の
需
要
拡
大
を
図
る
た

め
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の
学
校

給
食
で
毎
回
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用

す
る
経
費
な
ど
で
す
。

　

生
産
森
林
組
合
が
行
う
森
林
整
備
作
業

の
助
成
を
行
い
、
森
林
環
境
の
回
復
と
と

も
に
生
産
森
林
組
合
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

拡 大
　

企
業
の
設
備
投
資
や
事
業
規
模
拡
大
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
事

業
用
地
を
取
得
す
る
場
合
に
、
一
定
の
条

件
の
も
と
、
用
地
取
得
額
の
20
%
（
上
限

額
3
、0
0
0
万
円
）
を
補
助
。

ま
た
、
雇
用
の
促
進
を
図
る
た

め
、
新
規
雇
用
人
数
ご
と
に
1

人
10
〜
20
万
円
（
上
限
額
2
、

0
0
0
万
円
で
5
年
分
割
）
を

補
助
し
ま
す
。

林
道
整
備
事
業　
　
　

　
　

８
、
０
５
６
万
円

　

林
道
の
改
良
及
び
舗
装
事

業
。（
中
里

：

林
道
新
屋
敷
線

ほ
か
1
路
線
、　

松
之
山

：

小

沢
東
山
線
ほ
か
1
路
線
）

妻
有
焼

陶
芸
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業　
　
　
　

　

３
、
３
１
１
万
円

新 規
　

「
妻
有
焼
」
を
推
進
す
る
核
施
設
と
し

て
、
旧
野
中
小
学
校
校
舎
棟
を
体
験
工
房

や
職
人
養
成
工
房
な
ど
に
改
修
し
て
妻
有

焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

（
屋
内
体
育
館
は
19
年
度
に
改
修
済
）（
十

日
町
）

緑
豊
か
な
自
然
環
境
や

雪
国
の
風
土
と
調
和
し
た

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
　

基
盤
整
備
事
業　
　
　
　
　

　
　

２
億
２
、
０
０
０
万
円

新 規

 

市
内
全
域
で
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
（
B
フ
レ
ッ
ツ
）
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
10
局
舎
の
う

ち
飛
渡
、
仙
田
、
室
野
の
局
舎
エ
リ
ア
を

市
が
基
盤
整
備
し
ま
す
。

Ｑ
1　

予
算
が
出
来
上
が
る

　

の
に
ど
れ
く
ら
い
日
数
が

　

か
か
る
の
？

　

財
政
課
で
は
、
10
月
初
め
こ
ろ
か
ら

翌
年
度
の
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
自

由
に
使
え
る
歳
入（
一
般
財
源
）が
ど
れ

く
ら
い
入
っ
て
く
る
か
を
見
積
も
り
、

そ
の
額
を
基
本
と
し
て
各
課
に
財
源
を

配
分
し
ま
す
。
各
課
で
は
配
分
さ
れ
た

一
般
財
源
と
、
国
県
補
助
金
、
地
方
債

な
ど
の
財
源（
特
定
財
源
）を
見
積
も
っ

て
11
月
中
旬
ま
で
に
要
求
予
算
を
編
成

し
、
そ
の
後
財
政
課
で
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　

各
課
で
編
成
さ
れ
た
予
算
は
一
般
財

源
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
財
政
課
長
が
一
般
財
源
内
に
収
ま

る
よ
う
12
月
末
ま
で
に
査
定
を
行
い
ま

す
。
翌
年
1
月
に
市
長
査
定
を
行
い
、

2
月
初
旬
に
は
議
会
に
提
出
す
る
予
算

案
を
決
定
し
ま
す
。
3
月
に
議
会
の
審

議
を
受
け
る
の
で
、
予
算
が
出
来
上
が

る
ま
で
に
は
約
6
か
月
の
期
間
を
要
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
2　

予
算
の
規
模
っ
て
県

　

内
で
何
番
目
く
ら
い
？

　

20
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

3
0
8
億
6
、
6
0
0
万
円
で
、
県
内 

20
市
の
中
で
9
番
目
の
規
模
で
す
。

Ｑ
3　

市
で
調
達
で
き
る
お

　

金
は
今
後
ど
う
な
る
の
？

　

市
で
調
達
で
き
る
お
金
の
こ
と
を
自

主
財
源
と
い
い
ま
す
が
、
20
年
度
当
初

予
算
の
自
主
財
源
は
、
1
0
3
億
8
、

5
1
0
万
円
で
、
33
・
6
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
自
主
財
源
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
納
め
て
も
ら
う
市
税
や
、
負
担

金
・
使
用
料
な
ど
の
ほ
か
、
貯
金
（
基

金
）
か
ら
の
繰
入
金
や
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
な
ど
で
す
。

　

企
業
が
進
出
す
る
と
市
民
税
や
固
定

資
産
税
が
多
く
見
込
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
現
在
の
景
気
で
は
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
状

況
で
す
。

　

自
由
に
使
え
る
貯
金
（
財
政
調
整
基

金
）
を
増
や
す
こ
と
が
安
定
的
な
財
政

運
営
を
行
う
う
え
で
大
事
な
こ
と
で

す
が
、
19
年
度
末
で
1
億
円
増
加
し
て

約
9
億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
も
の

の
、
今
後
の
自
然
災
害
や
降
雪
な
ど
の

発
生
状
況
に
よ
り
、
毎
年
度
増
額
で
き

る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
進
出
企
業

に
用
地
買
収
費
な
ど
へ
の
補
助
金
を
交
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緊急告知ＦＭ受信機

着実に進む道路整備

水中運動教室

新 規

テ
レ
ビ
難
視
共
聴
施
設

整
備
事
業

　
　
　
　

３
億
７
２
４
万
円

　

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
を
進
め
、
併
せ
て

デ
ジ
タ
ル
放
送
方
式
へ
の
移
行
に
対
応
す

る
た
め
、
住
民
負
担
の
大
幅
な
増
額
が
想

定
さ
れ
る
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
に
対
し
て
改

修
費
を
補
助
し
ま
す
。

新 規

Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
整
備
事
業

　
　
　
　

４
、
２
７
０
万
円

　

災
害
発
生
な
ど
の
非
常
時
に
、
エ
フ
エ

ム
と
お
か
ま
ち
の
電
波
を
使
っ
た
緊
急
告

知
が
可
能
と
な
る
割
り
込
み
装
置
や
既
存

防
災
無
線
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
ほ
か
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
受
信
機
を
配
置

し
ま
す
。

新 規

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

及
び
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　

８
６
８
万
円

　

家
畜
排
せ
つ
物
や
生
ご
み
な
ど
の
有
機

性
資
源
の
活
用
を
図
る
た
め
の
構
想
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
の
地
域
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
道
整
備
事
業

　
　
　

７
億
４
、
８
０
４
万
円

　

市
道
の
改
良
及
び
舗
装
事
業
。（
十
日

町

：

北
鐙
坂
南
鐙
坂
線
ほ
か
11
路
線
、
川

西

：

浅
河
原
新
町
新
田
線
ほ
か
6
路
線
、

中
里

：

干
溝
市
之
越
線
ほ
か
6
路
線
、
松

代

：

室
野
山
平
線
ほ
か
5
路
線
、
松
之

山

：

浦
田
松
之
山
線
ほ
か
5
路
線
）

十
日
町
駅
西
及
び

西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　

３
億
７
、
０
８
９
万
円

　

十
日
町
駅
西
及
び
西
本
町
内
に
お
け
る

道
路
の
築
造
と
家
屋
移
転
補
償
な
ど
。（
十

日
町
）

簡
易
水
道
整
備
事
業

　
　
　

４
億
７
、
９
９
３
万
円

　

西
田
尻
地
区
（
中
里
）、
湯
本
（
上
）

地
区
（
松
之
山
）
の
水
道
未
普
及
地
域
解

消
事
業
と
各
地
区
の
配
水
管
布
設
ほ
か
。

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　

９
億
５
、
８
６
１
万
円

　

管
路
整
備
事
業
（
十
日
町
6
、
7
4
0

ｍ
）、
中
里
浄
化
セ
ン
タ
ー
処
理
設
備
増

設
工
事
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
。

（
十
日
町
20
基
、
川
西
2
基
、
中
里
8
基
、

松
代
8
基
、
松
之
山
6
基
）

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
全
・
安
心
・
元
気
に

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

拡 大

集
落
安
心
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
要
援
護
世
帯
を
対

象
に
、
地
域
全
体
で
見
守
り
、
安
否
確
認

や
冬
期
の
避
難
路
の
確
保
を
行
う
た
め
、

組
合
を
組
織
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
集
落
に
10
万
円
の
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。（「
中
山
間
地
域
」
で

な
く
と
も
、
新
た
に
「
高
齢
化
率
40
％
以

上
の
集
落
」
も
対
象
）

拡 大

た
っ
し
ゃ
で
１
０
０
事
業

　
　
　
　
　
　

３
８
７
万
円

　

高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
な

ど
を
目
指
し
、
特
定
の
事
業
に
参
加
し
た

場
合
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
一
定
の
ポ

イ
ン
ト
で
特
典
を
与
え
る
事
業
。（
期
間

を
2
年
間
延
長
し
、
対
象
事
業
も
市
の
主

催
・
共
催
を
問
わ
ず
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
で
行
っ
て
い
る
類
似
事
業
も
対
象
）

拡 大

高
齢
者
等
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与
事
業

　
　
　
　

１
、
５
０
７
万
円

  

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に
病
気
な
ど

に
よ
る
緊
急
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
通
報

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
迅
速
に
対
応
し
、

高
齢
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
シ
ス
テ

ム
を
貸
与
し
ま
す
。（
新
た
に
、
高
齢
化

率
が
50
％
以
上
の
集
落
（
中
山
間
地
高
齢

化
集
落
）
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の
元
気

な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
も
対
象
）

拡 大

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　

２
、
８
９
０
万
円

　

放
課
後
、
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
お

お
む
ね
10
歳
未
満
の
小
学
生
を
対
象
に
、

適
切
な
生
活
の
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も

に
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。（
3
小
学

校
と
1
保
育
園
で
実
施
し
て
い
た
も
の
を

5
小
学
校
1
保
育
園
に
拡
大
）

拡 大

母
子
健
康
診
査
委
託
事
業　

　
　
　
　

１
、
１
５
９
万
円

  

妊
婦
の
健
康
確
保
を
図
る
た
め
、
公
費

負
担
で
受
診
で
き
る
妊
婦
一
般
健
康
診
査

を
3
回
か
ら
5
回
に
拡
大
し
ま
す
。

拡 大

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

６
２
２
万
円

　

ミ
オ
ン
な
か
さ
と
中
央
プ
ー
ル
の
底
上

げ
工
事
を
実
施
し
て
、
新
た
に
40
歳
以
上

の
運
動
可
能
な
市
民
を
対
象
に
水
中
運
動

教
室
を
週
1
回
、
延
べ
56
回
開
催
す
る
と

新 規

観
光
誘
客
事
業

　
　
　
　
　
　

２
６
５
万
円

  

平
成
21
年
に
展
開
さ
れ
る
大
地
の
芸
術

祭
、
国
体
、
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
、
大
河
ド
ラ

マ
「
天
地
人
」
な
ど
、
新
潟
県
の
「
大
観

光
交
流
年
」
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

人
・
自
然
・
産
業
と

ふ
れ
あ
え
る
、

も
て
な
し
の
心
で
迎
え
る

体
験
交
流
づ
く
り

と
も
に
、食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

付
す
る
制
度
を
創
設
し
た
ほ
か
、
経
費

節
減
な
ど
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら

貯
金
（
基
金
）
を
確
保
し
、
安
定
し
た

財
政
運
営
が
行
え
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

Ｑ
4　

ど
う
い
う
分
野
へ
の
使

　

い
方
が
多
い
の
？

　

1
番
目
は
福
祉
関
係
経
費
の
民
生
費

で
、
約
63
億
円
で
す
。
2
番
目
は
建
設

事
業
な
ど
の
借
入
金
の
返
済
で
あ
る
公

債
費
が
約
54
億
円
、
3
番
目
は
道
路
や

市
営
住
宅
の
整
備
事
業
、
駅
西
・
西
本

町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
ほ
か
道
路
除

雪
関
係
の
経
費
も
含
む
土
木
費
で
、
約

47
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
5　

今
後
予
算
を
組
め
な
く

　

な
る
こ
と
は
な
い
の
？

　

総
合
計
画
や
長
期
財
政
計
画
及
び
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
な
ど
を
指
針
に

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
財
源

は
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
選
択
と
集
中
の

観
点
で
必
要
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
予

算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通

建
設
事
業
を
抑
制
し
な
が
ら
市
の
借
金

を
年
々
減
ら
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
人

件
費
を
は
じ
め
と
す
る
経
常
的
な
経
費

も
抑
え
て
い
く
財
政
運
営
を
行
う
計
画

で
す
。
20
年
度
予
算
も
ほ
ぼ
こ
の
計
画

ど
お
り
に
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
計
画
に
従
っ
て

予
算
を
編
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
算

を
組
め
な
い
状
況
は
発
生
し
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
6　

借
金
は
、
市
民
1
人
当
た
り

　

ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
？

　

20
年
度
末
の
借
金
残
高
は
、
全
会
計

で
7
2
5
億
8
、
0
9
0
万
円
の
見
込

み
で
す
。 

20
年
3
月
末
の
人
口
６
１
、

７
０
１
人
で
割
る
と
1
人
当
た
り
１
１

8
万
円
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
の

借
金
は
返
済
を
国
が
支
援
し
て
く
れ
る

も
の
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
半

分
程
度
が
普
通
交
付
税
と
し
て
補
て
ん

さ
れ
ま
す
。

  Ｑ
7　

で
は
貯
金
は
、
市
民
１
人

　

当
た
り
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

　

20
年
度
末
の
貯
金
（
基
金
）
は
、
全

会
計
で
43
億
9
、
1
8
0
万
円
の
見
込

み
で
す
。 

20
年
3
月
末
の
人
口
で
割
る

と
1
人
当
た
り
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

 

Ｑ
8　

補
正
予
算
は
、
ど
こ
に

　

財
源
を
確
保
し
て
あ
る
の
？

　

緊
急
的
な
財
政
需
要
や
、
自
然
災

害
・
豪
雪
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源

を
、
見
積
っ
た
額
よ
り
低
く
当
初
予
算

に
計
上
し
、
差
額
を
補
正
予
算
の
財
源

に
回
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
足
り
な
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区　　　分 金　　　　額

収益的

支　出

収　入 7億9,746万円

支　出 6億3,308万円

資本的

支　出

収　入 5億6,118万円

支　出 9億2,123万円

差　引 △　　3億6,005万円

新たにゆう出した松之山温泉

第 3回大地の芸術祭開会式

新 規

い
場
合
は
、
普
通
預
金
の
よ
う
な
使
い

方
が
で
き
る
「
財
政
調
整
基
金
」
と
い

う
貯
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
9　
特
別
会
計
っ
て
、
一
般
会
計
に

　

か
な
り
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の
？ 

　

市
に
は
9
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
会
計
が
各
特
別

会
計
に
繰
り
出
す
額
や
率
が
決
ま
っ
て

い
て
、
基
本
的
に
は
そ
の
ル
ー
ル
に
沿

っ
て
繰
り
出
し
を
し
て
い
ま
す
。 

20
年

度
予
算
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し

額
は
、
す
べ
て
の
特
別
会
計
を
合
計
す

る
と
26
億
6
、
9
0
0
万
円
で
、
一
般

会
計
歳
出
予
算
額
の
8
・
6
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
１０　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
こ

　

れ
か
ら
良
く
な
る
の
？ 

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

が
良
く
な
る
よ
う
に
、
福
祉
の
充
実
、

道
路
の
整
備
、
生
活
環
境
の
向
上
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
鋭
意
努
力
し
、
予

算
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
少

子
高
齢
化
対
策
が
当
市
の
大
き
な
課
題

で
す
の
で
、
20
年
度
予
算
で
は
そ
れ
ら

の
分
野
に
手
厚
く
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。
中
山
間
地
高
齢
化
集
落
対
策
な
ど

に
つ
い
て
も
、
実
情
や
活
性
化
対
策
な

ど
の
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
対
応
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ミ
オ
ン
な
か
さ
と

大
規
模
改
修
事
業

　
　

1
億
５
、
５
０
０
万
円

　

温
泉
活
用
に
よ
る
地
域
住
民
の
健
康
福

祉
向
上
や
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
と
と
も

に
、
健
全
経
営
の
実
現
を
目
指
し
て
、
2

年
継
続
で
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。（
中
里
）

大
地
の
芸
術
祭
推
進
事
業

　
　
　

1
億
4
、
８
５
２
万
円

　

平
成
21
年
の
第
4
回
大
地
の
芸
術
祭
開

催
に
向
け
、
新
潟
県
大
観
光
交
流
年
へ
の

対
応
も
含
め
、
作
品
制
作
、
広
告
宣
伝
、

二
次
交
通
対
策
及
び
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
準
備
を
行
い
ま
す
。

新 規

松
之
山
温
泉
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　

9
、
４
０
０
万
円

  

19
年
度
に
ゆ
う
出
し
た
新
温
泉
を
、
温

泉
街
の
各
旅
館
ま
で
配
湯
す
る
た
め
配
管

工
事
を
行
い
ま
す
。（
松
之
山
）

総
合
計
画
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

新 規

文
書
管
理
改
善
事
業

　
　
　
　
　
　

５
１
８
万
円

　

公
文
書
を
適
切
に
整
理
・
保
存
す
る
た

め
の
、
文
書
の
管
理
方
法
を
改
善
す
る
経

費
で
す
。

松
代
支
所
庁
舎
整
備
事
業

　
　
　
　
　

1
、
０
０
０
万
円

　

松
代
支
所
の
既
存
庁
舎
の
耐
震
補
強
設

計
と
内
部
改
修
を
行
い
ま
す
。（
松
代
）

新 規

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

　
　
　
　
　
　

３
６
７
万
円

　

市
政
の
課
題
を
積
極
的
に
解
決
す
る
た

め
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
委
員
を
委
嘱
す
る

と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
指
針
を
策
定
し
ま

す
。

新 規

統
合
型
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

　
　
　
　

1
億
５
３
１
万
円

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
改
善
を

図
る
た
め
、
合
併
前
の
旧
5
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
た
図
面
や
各
種
台
帳

及
び
上
下
水
道
管
の
網
図
な
ど
を
統
合

し
、デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

国
民
健
康
保
険

　

予
算
規
模
は
62
億
7
、
3
1
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
3
億
6
、
0
0
0

万
円
、
6
・
1
%
の
増
と
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
運
営
費

を
拠
出
す
る
た
め
の
経
費
を
新
規
に
7
億

1
、
0
0
6
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
保
診
療
所

　

予
算
規
模
は
4
億
1
、
9
4
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
1
、
4
5
0
万

円
、
3
・
3
%
の
減
と
し
ま
し
た
。

　

医
業
費
は
、
医
療
用
消
耗
品
及
び
医
薬

材
料
費
の
減
少
で
減
額
計
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

老
人
保
健

　

予
算
規
模
は
6
億
8
、
2
2
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
57
億
4
、
4
4
0

万
円
、
89
・
4
%
の
減
と
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
よ

り
、
老
人
保
健
制
度
が
平
成
20
年
3
月
で

廃
止
と
な
る
た
め
、
同
月
の
診
療
分
と
月

遅
れ
請
求
分
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

予
算
規
模
は
5
億
8
、
8
0
0
万
円

で
、
制
度
創
設
の
た
め
新
規
計
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

徴
収
し
た
保
険
料
と
保
険
料
軽
減
分
の

公
費
補
て
ん
を
合
わ
せ
た
額
を
財
源
に
、

保
険
者
で
あ
る
新
潟
県
広
域
連
合
へ
納
め

る
納
付
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険

　

予
算
規
模
は
48
億
7
、
6
8
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
1
億
1
、
5
4
0

万
円
、
2
・
4
%
の
増
と
し
ま
し
た
。

　

保
険
給
付
費
が
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
や
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
伸
び
に
よ
り

9
、
1
6
9
万
円
、
2
・
0
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

  

予
算
規
模
は
13
億
4
、
9
7
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
2
、
8
6
0
万

円
、
2
・
2
%
の
増
と
し
ま
し
た
。

　

建
設
事
業
費
は
松
之
山
地
域
の
未
普

及
解
消
事
業
費
な
ど
の
減
少
に
よ
り
1
億

2
7
9
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

過
去
の
高
利
な
借
金
を
低
利
な
も
の
に
借

り
換
え
る
借
換
債
の
た
め
に
、
公
債
費
が

1
億
6
8
9
万
円
、
21
・
6
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

　

予
算
規
模
は
34
億
7
、
7
3
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
3
億
2
、
9
6
0

万
円
、
10
・
5
%
の
増
と
し
ま
し
た
。

　

建
設
事
業
費
は
、
補
助
対
象
事
業
費
の

増
に
よ
り
8
、
8
8
1
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
借
換
債
の
た
め
に
公
債
費

は
3
億
2
、
5
7
4
万
円
、
19
・
4
%
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業

　

予
算
規
模
は
6
億
2
、
4
4
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
、
1
億
4
、

4
0
0
万
円
、
30
%
の
増
と
し
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
事
業
費
は
皆
減
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
借
換
債
の
た
め
に
公
債
費
は
1

億
7
、
3
5
9
万
円
、
64
・
5
%
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

松
之
山
温
泉
配
湯
事
業

　

新
温
泉
の
ゆ
う
出
に
よ
り
松
之
山
温
泉

街
の
各
旅
館
に
配
湯
管
を
布
設
す
る
事
業

を
新
た
に
特
別
会
計
を
設
置
し
て
計
上

し
、
予
算
規
模
は
1
億
2
6
0
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
温
泉
を
配
湯
す
る
配
管
工
事
費
を

9
、
4
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
収
入
は
、
前
年
度
対

比
1
・
7
%
減
の
7
億
9
、
7
4
6
万
円

で
、
支
出
で
は
過
去
の
高
利
な
借
金
を

繰
上
償
還
す
る
こ
と
に
伴
う
企
業
債
支
払

利
息
の
減
に
よ
り
前
年
度
対
比
8
・
9
%

減
の
6
億
3
、
3
0
8
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

資
本
的
収
支
の
収
入
は
、
1
4
5
・

5
%
増
の
5
億
6
、
1
1
8
万
円
、
支
出

は
47
・
4
%
増
の
9
億
2
、
1
2
3
万
円

で
、
い
ず
れ
も
借
換
債
に
よ
り
増
加
し
て

い
ま
す
。

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てんします。

水道事業会計

（
３
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）
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特
別
会
計
の
概
要

特
別
会
計
の
概
要



12市報とおかまち『だんだん』平成20年4月10日号市報とおかまち『だんだん』平成20年4月10日号13



　戸籍や住民票は個人の重要な情報が記載された大切なものです。他人に不正に取得されないよう、また、虚
偽の届出がされないようにしなければなりません。５月１日から、次のように法律で定められましたのでご協
力をお願いします。

平成20年５月１日～

○そのほか

・自動車等車輌販売店が契約者の住民票などを請求する場合は、請求書への社印の押印と、契約者の委任状または疎明
　資料（契約書の写し）が必要です。また、窓口に来た人の本人確認も行います。
・司法書士、土地家屋調査士などの有資格者、または、その補助者が職務で窓口に来た場合も、運転免許証、資格者証
　または記章、補助者証などで本人確認を行います。

○届出をしたいのですが…

戸籍届出（養子縁組、協議離縁、婚姻、協議離婚または認知の届出）および住民異動届出（転入、転出、転居、世帯主
変更など）の場合
①「本人確認」を行います
　・確認方法は証明書の請求時と同じです。
②「通知」を行います
　・窓口に来た人が本人であることを確認できなかった場合や、代理人などが届出をした場合は、届出を受理したこと
　　を本人に通知します。
③「戸籍届出の不受理申出」を受け付けます
　・あらかじめ「戸籍届出の不受理申出」を申請しておくと、「本人確認」ができない場合は、届出を受理しません。
　　（これまで有効期間は6か月間でしたが、今後は取り下げしない限り有効です）

○証明書がほしいのですが…

①「本人確認」を行います
　・運転免許証や住民基本台帳カードなど顔写真付きの公的な身分証明書の場合は１つ、健康保険証、年金手帳など顔
　　写真無しの公的な身分証明書の場合は複数の確認をします。また、代理人などの場合は、委任状などの書面で代理
　　権限（本人がだれにどのようなお願いをしたのか）の確認を行います。
②次の人が請求する場合は「証明書を利用する正当な理由の確認」を行います
　・戸籍証明書の請求：本人、配偶者、直系の親族（父母・子・祖父母など※兄弟姉妹は含まない）以外の人
　・住民票の請求：本人または本人と同一世帯に属する人以外の人

問合せ 市民生活課市民係 ☎757-3116または各支所市民課
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定期点検のため、４月21日㈪午前８時30分～午後１時まで住基カードの公的個人認証
申請（電子証明書取得）はできません。ご理解・ご協力をお願いします。

4月21日㈪



十日町市市政功労者表彰

交
通
安
全
功
労

防
災
功
労

統
計
功
労

自
治
功
労

教
育
文
化
功
労

産
業
振
興
功
労

福
祉
功
労

保
健
衛
生
功
労

平成19年度

十日町市市政功労者表彰
　３月31日㈪、市役所で平成19年度十日町市ほう賞授与式が行われ、29人、２法人、
１団体がほう賞を受賞しました。長年にわたり各分野で活躍し、市の発展に寄与し
た功績が認められたものです。皆さん、おめでとうございます。   (敬称略)

尾
身　

隆
一
（
中
平
・
55
歳
）

庭
野　

政
義
（
本
町
7
丁
目
１
・
60
歳
）

根
津　

東
六
（
稲
荷
町
4
丁
目
・
72
歳
）

宮
嶋　

正
一
（
伊
達
第
2
・
66
歳
）

山
岸
角
太
郎
（
堀
之
内
・
61
歳
）

山
本　

耕
一
（
犬
伏
・
61
歳
）

村
山　

邦
一
（
上
川
手
・
67
歳
）

吉
楽　

重
光
（
宮
中
・
81
歳
）

村
山　

里
志
（
松
之
山
赤
倉
・
78
歳
）

渡
辺　

善
平
（
山
本
町
4
丁
目
・
84
歳
）

遠
田　

徳

（
川
治
上
町
第
2
・
74
歳
）

大
熊
ミ
チ
子
（
上
原
・
70
歳
）

渡
辺　

幸
麿
（
神
明
町
・
68
歳
）

室
岡　

寛

（
四
日
町
新
田
第
3
・
68
歳
）

庭
野　

行
雄
（
寿
町
4
丁
目
・
58
歳
）

山
崎　

弘
子
（
泉
町
・
56
歳
）

清
水　

利
孝
（
山
野
田
・
65
歳
）

根
津　

由
一
（
西
本
町
1
丁
目
・
64
歳
）

庭
野　

昇

（
十
日
町
赤
倉
・
57
歳
）

涌
井　

誠
一
（
上
山
・
53
歳
）

高
橋　

智
範
（
莇
平
・
51
歳
）

石
口　

松
男
（
松
代
・
52
歳
）

渡
邉　

正
孝
（
松
之
山
東
山
・
52
歳
）

佐
藤　

功

（
天
水
越
・
53
歳
）

本
山　

敏
雄
（
松
之
山
・
54
歳
）

中
島　

一
男
（
水
梨
・
52
歳
）

村
山　

和
男
（
岩
野
・
56
歳
）

寄
附
功
労

宮
澤　

益
男
（
埼
玉
県
・
64
歳
）

福
武
總
一
郎
（
岡
山
県
・
62
歳
）

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ

　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都
）

鹿
島
建
設
株
式
会
社　

（
東
京
都
）

そ
の
他
の
功
労

十
日
町
市
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
古
文
書
の
整
理
保
存
活
動
を
と
お
し
て

　

市
の
発
展
に
寄
与

　

こ
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン
で
は
、
市
内
に

住
所
が
あ
り
災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き

な
い
な
ど
、
家
族
な
ど
の
支
援
を
得
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
る
次
に
該
当
す
る
人
を
災

害
時
に
援
護
が
必
要
な
対
象
者
と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

①
高　

齢　

者　

介
護
保
険
の
要
介
護
認

　

定
で
要
介
護
3
以
上
の
人

②
身
体
障
害
者　

身
体
障
害
者
手
帳
の
障

　

害
の
程
度
が
2
級
以
上
の
人

③
知
的
障
害
者　

療
育
手
帳
の
障
害
の
程

　

度
が
A
判
定
の
人

④
精
神
障
害
者　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の

　

障
害
の
程
度
が
1
級
の
人

⑤
要
援
護
者
と
し
て
市
長
が
認
め
る
人

（
右
記
以
外
で
支
援
対
象
者
に
該
当
す
る

　

と
思
わ
れ
る
人
は
、
福
祉
課
援
護
係
に

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
妊
産
婦
や
外
国
人
な
ど
は
、
申
請
に
よ

　

り
ま
す
。
妊
産
婦
に
つ
い
て
は
、
母
子

　

健
康
手
帳
交
付
時
に
、
外
国
人
に
つ
い

　

て
は
、
外
国
人
登
録
の
新
規
申
請
や
確

　

認
申
請
受
付
時
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
災

　

害
時
要
援
護
者
名
簿
登
録
に
つ
い
て
案

　

内
し
ま
す
。

支
援
対
象
者

〈
援
護
の
対
象
と
な
る
人
〉

　

援
護
が
必
要
な
対
象
者
は
、
避
難
支
援

に
必
要
な
個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、

同
意
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
4
月
中
旬
に
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。
必
要
な
調
査
書
な
ど
を
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
提
出
す
る
か
、
福
祉
課

へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
要
援
護
者
を
支
援
す
る
皆
さ
ん
〉

　

避
難
支
援
プ
ラ
ン
は
、
自
主
防
災
組
織

や
町
内
会
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
善
意

で
成
り
立
つ
事
業
で
す
。
災
害
時
は
1
人

の
要
援
護
者
に
つ
い
て
、
2
〜
3
人
程
度

の
避
難
支
援
者
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
避
難
支
援
者
の
選
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
、
ス
ム
ー
ズ
に

地
域
の
皆
さ
ん
で
助
け
合
え
る
関
係
を
築

い
て
お
く
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
の
声

か
け
や
見
守
り
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
実
践

　

市
は
、
災
害
時
に
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を
、
地
域
が
協
力
し
て
早
期
に
安
全

な
場
所
に
避
難
で
き
る
支
援
体
制
を
つ
く
る
た
め
「
十
日
町
市
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
プ
ラ
ン
」（
以
下
、避
難
支
援
プ
ラ
ン
）を
作
成
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

今
年
度
か
ら
災
害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
人
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
、
地
域
の
安

心
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

避
難
支
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
6
月
に

実
施
予
定
の
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
で
、
説
明
を
行
い
ま
す
。
日
程
な
ど

に
つ
い
て
は
後
日
、
ご
案
内
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
説
明

　

今
後
、次
の
内
容
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

避
難
支
援
体
制
が
整
う
の
は
7
月
以
降
に

な
り
ま
す
。

行
政
区
ご
と
に
支
援
対
象
者
の
名
簿
案
を

作
成

同
意
確
認
後
、
市
に
個
人
情
報
を
登
録

個
人
情
報
保
護
順
守
の
確
約
と
と
も
に
、

登
録
情
報
を
市
か
ら
自
主
防
災
組
織
や
町

内
会
な
ど
の
避
難
支
援
団
体
へ
提
供

避
難
支
援
団
体
が
近
隣
の
人
な
ど
に
協
力

を
依
頼
し
、
支
援
者
を
選
出

避
難
支
援
団
体
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
声
か

け
や
見
守
り
な
ど
を
実
施

緊
急
時
に
は
、
支
援
者
が
要
援
護
者
を
支

援
し
て
避
難
所
な
ど
に
避
難

事
業
の
主
な
流
れ

←←←←

いざ!  災害 地域ぐるみで支え合い

を作成しました

〈問合せ〉
総務課防災安全室　☎757－3197
福 祉 課 援 護 係　☎757－9739

←
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全国大会に36選手が出場！！

気が付いたら、すっかり生活の一部になっている。
　新しい自分を見つけたい…。新しい仲間を見つけたい…。十日町青年学級は、そんな若者たち

が集う場です。あなたの思いをかなえる場所が、ここにはあります。

●対 象 者　18歳～35歳（昭和48年４月２日生まれ

　以降）の勤労青年男女（既婚者可）

●日　　時　５月８日～21年３月の毎週木曜日午後

　７時30分～９時30分　※詳細は申込受付時に配布

　する年間スケジュールをご覧ください。

●会　　場　中央公民館

●活動内容　コース学習・クラブ活動、全体学習、自

　治会活動など

　※コース学習には専門の講師が指導にあたります。

●年間参加費　4,000円（自治会費2,000円・学習活動費

　2,000円）

　※コース・クラブにより教材費・材料費が別途必要

●申込み方法　参加費を添えて中央公民館へ（４月15日

　㈫～随時受付）

●開　級　式　日時・会場：５月８日㈭午後７時30分～

　　　　　　　　　　　　　中央公民館

　今年で５回を数える「きものの街のキルト展」。今回は、
２部門で作品を募集します。市民の皆さんからの多数の
応募をお待ちしています。

●受付期間：７月14日㈪～７月31日㈭

●部　　門：①和布部門　②フリー部門

●参加資格：特になし※個人・グループとも可

●参 加 料：作品1点につき1,000円（保険料など）

●作品送付先・問合せ

　〒948-0082 十日町市本町2本町分庁舎内

　十日町観光協会「きものの街のキルト展実行委員会事務局」

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎757-3345

コ ー ス ・ ク ラ ブ 内　　　    容 講　　　　師

コ

 

ー

 

ス

 

学

 

習

花  道 ( 草 月 流 ) 草月流の生け花で、季節・行事を彩りましょう。 富井美知子  さん

着 付 け
ひととおりの技術を学び、着物に親しみます。初心者
大歓迎 !

丸山　幸枝  さん

シネマ & ビ ジュアル
映像制作を学習し、自作映画やプロモーションビデオ
を制作します。

二瓶　　光  さん

パ ソ コ ン ワードとエクセルの基礎を学びます。初心者向けです。 白川　洋樹  さん

ヒップホップダンス リズムにのり、体を動かしてリフレッシュ ! 長津　詩星  さん

や き も の
板作りや、ろくろを使った茶わんやお皿などのやきも
のを作ります。

村山　和宏  さん

ク
ラ
ブ
活
動

バ ド ミ ン ト ン
バドミントンを通し、和気あいあいと楽しい時間を過
ごしましょう。指導者はつきません。

ボ ラ ン テ ィ ア
ボランティアの意義について学びながら、さまざまな
活動を経験します。

ボランティアグループ
など

全 体 学 習 みんなで集まって楽しく学ぼう ! 各コース・クラブと公民館が企画します。

自 治 会 活 動 コース・クラブの枠を超えた出会いと仲間づくりを楽しもう !

　３月21日㈮、十日町保健センターで平成19年度最後となる各種全国大会へ

の出場選手激励壮行会が開催されました。先生やコーチによる選手紹介の後、

各大会の代表者がそれぞれ全国の舞台へ向けての決意表明を行いました。十

日町高校の小嶋正人選手は、「先生の教えや自分たちの力を信じ、全力を出し

切ってきます」と意気込みを語りました。

　出場大会と選手名・所属は次のとおりです。(敬称略)

第
22
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会

第
27
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

（
3
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰　

千
葉
県
浦
安
市)

▼
高
学
年
の
部

鈴
木
裕
也
、
山
本
滉
貴
、
鈴
木
貴
大
、
桑
原
龍
弥
、
古
川
萌
我
、

井
口
陸
、
斎
喜
あ
す
か
、
鈴
木
可
南
子
、
鈴
木
身
栄
子
、
山
田
美
希
、

小
林
梨
乃
、
桑
原
萌

▼
低
学
年
の
部

鈴
木
文
也
、
鈴
木
涼
太
、
高
橋
実
紀
、
高
橋
真
紀
、
山
本
つ
ぐ
み
、

古
川
悠
生
、
大
口
昌
蘭
、
樋
口
亜
美
、
石
澤
真
希    

  (

以
上
中
里
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ)

第
30
回
全
国
J
O
C

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

春
季
水
泳
競
技
大
会

（
3
月
27
日
㈭
〜
30
日
㈰　

東
京
都
江
東
区)

宮
崎
緑
、
大
島
櫻
（
以
上
十
日
町
Ｔ
Ｓ
Ｃ
）、

樋
口
久
美
香
（
長
岡
大
手
高
）

（
3
月
25
日
㈫
〜
27
日
㈭　

長
野
県
長
野
市)

小
嶋
正
人
、
池
田
弘
貴
、
鈴
木
大
貴
、

金
澤
駿
介
、
村
山
大
輔
、
中
村
亮
、

近
藤
駿
介
、
相
沢
祐
樹
、
渡
部
駿
太
郎
、

金
井
夏
姫
、
高
岳
結
、
雲
谷
夏
美

(
以
上
十
日
町
高)
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3
月
25
日
㈫
、
松
里
小
学
校
（
菊
池
桐

夫
校
長
）
で
第
61
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

行
わ
れ
、
5
人
の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
辞
で
菊
池
校
長
は
、「
学
校
林
で
生

ま
れ
た
ブ
ナ
の
苗
を
贈
り
ま
す
。
森
は
命

の
源
で
す
。
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

森
の
よ
う
に
互
い
に
支
え
合
い
豊
か
な
恵

み
を
提
供
し
合
う
循
環
型
の
社
会
を
作
る

こ
と
で
す
。
将
来
、
互
い
に
支
え
合
う
社

会
の
一
員
に
な
る
た
め
に
、
よ
く
学
び
、

体
と
心
を
鍛
え
て
、
森
を
支
え
る
た
く
ま

し
い
大
木
の
よ
う
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」

と
は
な
む
け
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
在

校
生
か
ら
は
、
卒
業
生
に
向
け
て
、「
い

つ
も
優
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
学
校
で
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
門
出
の
言
葉
が
贈
ら

れ
、
卒
業
生
の
お
父
さ
ん
た
ち
か
ら
は

一
人
ひ
と
り
に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
代
表
の
生

徒
は
、「
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
優
し
さ
や

勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
夢
に
向
か
っ
て
、
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
た
い
」
と
新
た
な
旅
立
ち
へ
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
卒
業
生
か
ら
お
母
さ
ん
た

ち
に
花
束
と
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る

と
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
立
派
に
成
長
し
た
わ

が
子
の
姿
に
目
頭
を
熱

く
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
松
之
山

小
学
校
と
浦
田
小
学
校

で
も
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

15
人
の
児
童
が
6
年
間

過
ご
し
た
学
舎
を
後
に

し
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
旅
立
ち
!

　
　
　
　

松
里
小
で
卒
業
証
書
授
与
式

元町長村山政光氏をしのぶ会
　3月29日㈯、松之山体育館で「元松之山町長村

山政光氏をしのぶ会」が開催されました。

　村山氏は、昭和50年９月から５期20年間にわ

たり松之山町長に就任。その間、豊富な経験と卓

抜した見識で町の発展に貢献しましたが、去る２

月10日に83歳で逝去されました。

　この日は、約240人が参加し、村山氏の生い立

ちの紹介や、元衆議院議員高鳥修氏が思い出を語

るなどして故人をしのびました。高鳥氏は、「村

山さんとは50年近い付き合い。堅苦しいことは

嫌うタイプで、ノーネクタイというラフなスタイ

ルを好んでいました。その意味では、真の知識人

でした」と振り返りました。最後に参加者全員で

献花し、故人

のめい福を祈

りました。

振
興
計
画
最
終
案
を
話
し
合
う

　

川
西
地
域
協
議
会
で
は
、
川
西
地
域
振

興
計
画
の
最
終
の
取
り
ま
と
め
と
し
て
、

3
月
17
日
㈪
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
「
産
業
連
携
」「
子
育
て
支
援
」

「
高
齢
者
・
障
害
者
、
福
祉
健
康
づ
く
り

活
動
」「
川
西
っ
子
づ
く
り
」「
川
西
大
楽

校
」「
川
西
の
景
観
」
の
6
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
子
育
て

活
動
団
体
、
農
業
者
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
代
表
者
な
ど
70
人
が
出
席
し
、

4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
熱
心
な
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。「
産
業
連
携
」
で
は
、

地
元
商
店
や
給
食
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

地
産
地
消
率
6
割
を
目
指
す
こ
と
、「
高

齢
者
・
障
害
者
、
福
祉
健
康
づ
く
り
活
動
」

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に
力
を
入
れ
、

横
の
連
携
を
し
っ
か
り
作
り
、
活
動
拠
点

を
設
置
し
て
動
き
出
す
こ
と
、「
子
育
て

支
援
」
で
は
、
川
西
版
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
児
童
の

登
下
校
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
に

つ
い
て
、「
川
西
大
楽
校
」
で
は
、
途
絶

え
て
し
ま
っ
た
文
化
の
学
習
や
川
西
に
合

う
新
し
い
農
産
物
の
研
究
に
つ
い
て
、「
川

西
の
景
観
」
で
は
、
今
は
歌
う
人
が
ほ
と

ん
ど
い
な
く
な
っ
た
『
川
西
め
ぐ
り
』
を

活
用
し
て
景
観
探
し
を
す
る
こ
と
な
ど
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
協
議
会
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
川
西
地

域
の
生
の
声
に
基
づ
い
て
、
振
興
計
画

の
最
終
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま

す
。
川
西
地
域
振
興
計
画
に
つ
い
て
の
ご

意
見
は
、
川
西
地
域
協
議
会
事
務
局
（
川

西
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係
内
☎

7
6
8
¦
4
9
5
1
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

６つのプロジェクトを最終確認！

さよならぼくたちの保育園
19人が元気に卒園

　3月27日㈭、橘保育園（品川芳枝園長）で卒園

式が行われ、思い出いっぱいの保育園から19人

が小学校へと旅立ちました。担任から名前を呼ば

れると園児は元気に返事をし、品川園長から修了

証書が手渡されました。最初は緊張した面持ちだ

った園児たちも、１年間の活動の様子のDVDを

上映すると、懐かしさに顔をほころばせ、最後に

「さよならぼくたちのほいくえん」をみんなで元

気に歌いました。肌寒い日でしたが、式典の行わ

れた遊戯場は終始温かな雰囲気に包まれ、出席し

た保護者たちは、19人の成長した姿に目を細め

ながら、新しい旅立ちを祝いました。

6
年
間
の
思
い
出
と
新
た
な
目
標
を
胸
に

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
3
月
25
日
㈫
、
川
西

地
域
の
４
つ
の
小
学
校
で
一
斉
に
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
、

千
手
小
学
校
（
村
山
実
校
長
）
で
は
、

男
子
20
人
女
子
13
人
の
６
年
生
が
巣
立

ち
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
卒
業
証
書
授
与
の
前

に
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が
小
学
校
生

活
の
思
い
出
や
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら

の
目
標
を
在
校
生
の
前
で
元
気
に
発
表

し
ま
し
た
。
中
学
校
で
の
目
標
で
多
か

っ
た
の
は
、「
部
活
動
と
勉
強
を
両
立

し
た
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
保
護

者
の
一
人
は
、「
い
つ
ま
で
も
こ
の
目

標
を
持
ち
続
け
、
充
実
し
た
中
学
校
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
3
年

間
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
感
慨
深
い
表

情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ジュニアオリンピックカップ
モーグル競技開催

　３月29日㈯・30日㈰の２

日間、松之山温泉スキー場

でJOCジュニアオリンピッ

クカップフリースタイルス

キーモーグル競技会（主催：

全日本スキー連盟）が行わ

れました。国内外で活躍す

る上村愛子選手に続く後進

の登竜門とも言えるこの大

会には、全国各地から約70

人の選手が参加し、熱戦を

繰り広げました。モーグル

は、コブのある急斜面を、途中2回のジャンプ（エア）を

行いながら、どれだけ速く滑るかを競う競技。選手たち

がコブの中を滑り降りるスピードと、迫力ある大きなジ

ャンプに会場からは大きな歓声が上がっていました。

　全日本級のビッグな同スキー大会は、来シーズンも松

之山温泉スキー場で開催される予定です。
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飲
酒
や
仕
事
・
子
育
て
の
ス
ト
レ

ス
な
ど
、
た
ば
こ
を
吸
い
た
く
な
る

き
っ
か
け
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
で
そ
の
場
面
を
思
い
出

し
、
そ
う
い
っ
た
状
況
を
で
き
る
だ

け
作
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

禁
煙
で
一
番
多
い
失
敗
は
、「
1

本
だ
け
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
う

甘
い
考
え
で
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
た
ば
こ
が
吸
い
た
く
な
っ
た
と

き
は
、
だ
れ
か
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
、
深
呼
吸
を
し
た
り
、
冷
た
い

水
を
飲
ん
だ
り
し
て
気
を
そ
ら
し
ま

し
ょ
う
。

　

禁
煙
方
法
の
一
つ
に
、
た
ば
こ
か

ら
摂
取
し
て
い
た
ニ
コ
チ
ン
を
一
時

的
に
禁
煙
補
助
剤
に
置
き
換
え
、
ニ

コ
チ
ン
摂
取
量
を
徐
々
に
減
ら
し
て

依
存
症
か
ら
抜
け
出
す
ニ
コ
チ
ン
置

換
療
法
が
あ
り
ま
す
。
禁
煙
補
助
剤

の
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
は
薬
局
で
も
購
入

で
き
ま
す
。

◯34

いっしょに走ろう!
　

勤
め
て
1
年
。
ド
キ
ド
キ
の
毎
日
で
す
。
窓
口
の

仕
事
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
じ
か
に
接
す
る
と
こ
ろ

な
の
で
、
大
切
な
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
仕
事
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
社
会
の
こ

と
に
つ
い
て
も
常
に
勉
強
！
地
元
で
働
き
た
か
っ
た

の
で
楽
し
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
生
ま
れ
育
っ
た
十
日

町
が
私
に
は
一
番
で
す
。
家
に
い
る
と
親
に
甘
え
て

い
ら
れ
る
っ
て
い
う
の
も
あ
る
か
ら
か
な
。「
嫁
に
行

け
な
い
ぞ
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
り
す
る
け
ど
、
そ
の

時
は
そ
の
時
。
ん
？
そ
れ
で
は
遅
い
か
な
（
笑
）。

　

仕
事
中
心
の
生
活
だ
け
ど
、
週
末
は
、
小
・
中
学

生
と
い
っ
し
ょ
に
陸
上
練
習
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

得
意
な
の
は
短
距
離
走
。
高
校
時
代
の
経
験
を
生
か

し
て
先
月
設
立
し
た
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
指
導
に
当
た
る
予
定
で
す
。
さ
す

が
に
中
学
生
に
は
か
な
わ
な
い
と
き
も
あ
る
け
ど
、

こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
ま
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
復

活
さ
せ
よ
う
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を
か
き

立
て
る
気
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。

田川　由衣 さん
1984年生

十日町市役所勤務

先月の松澤克也さんからのバトンタッチ。

羽鳥　将成
　　　　ちゃん

はとり　まさなりちゃん
平成15年10月9日生まれ
仁田

　自転車が大好きなまさなりちゃんは、晴れた日
にはお兄ちゃんと二人で仲良くツーリングに出か
けます。最近のマイブームはシャボン玉。たくさ
ん吹けると、大好きなママに真っ先に報告します。
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福原　紅亜
　　　　ちゃん

ふくはら　くれあちゃん
平成16年6月29日生まれ
天水越

　ちょっと恥ずかしがりやだけど、歌がとっても得意
なくれあちゃん。気に入った歌は一人ですぐに覚えま
す。優しくて大好きなりくお兄ちゃんと、マジレンジ
ャーごっこをして遊ぶのが一番のお気に入りです。

　

や
め
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
な

か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
の
が
た
ば
こ

で
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
何
回
も

禁
煙
に
挑
戦
し
て
、
挫
折
を
繰
り
返

し
た
経
験
が
あ
る
人
は
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

は
、
刺
激
・
習
慣
性
の
強
い
薬
物
の

一
種
で
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
と
「
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
」
に
な
る
た
め
、
禁

煙
を
始
め
て
も
離
脱
症
状
の
つ
ら
さ

か
ら
、
つ
い
た
ば
こ
を
吸
っ
て
し
ま

う
人
も
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
あ

き
ら
め
ず
に
何
度
も
挑
戦
す
る
こ
と

が
禁
煙
成
功
の
秘
け
つ
で
す
。

　

今
回
は
、
禁
煙
す
る
た
め
の
い
く

つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
健
康
に
悪
い
か
ら
」「
家
族
や
周

囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か

ら
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
か
ら
」

「
た
ば
こ
購
入
の
費
用
が
か
さ
む
か

ら
」
な
ど
、
禁
煙
の
理
由
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。
ま
ず
は
動
機
を
確
認
し
、
明

日
か
ら
と
言
わ
ず
に
、
思
い
立
っ
た

ら
す
ぐ
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　3月26日㈬、市役所で十日町病院と松代病院のあり方などについて、専門的な立場やさま

ざまな観点から検討する「十日町病院等の医療提供体制に関する検討会」（座長：伊藤正一）

の第３回の会合が行われました。

　今回は「十日町病院、松代病院の医療機能の把握・

分析」をテーマに、両病院の診療科目別の現状や将来

推計、十日町医療圏６病院と４つの国保診療所の医療

内容などの調査結果を基に検討が行われました。

　前２回の検討会は、魚沼医療圏や十日町医療圏とい

った比較的大きなくくりの中、各種調査結果などに基

づいた検討が行われてきましたが、今回からは十日町

病院、松代病院を中心に検討が進められることになり、

活発な意見交換が行なわれています。次回は、「十日町

病院、松代病院のあり方」をテーマに開催する予定です。

　検討会をはじめ地域医療に関する事項について、市

のホームページでもお知らせしますので、市ホームペ

ージ＞医療・保健・福祉＞地域医療をご覧ください。

（写真左）
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問合せ

た
ば
こ
を
や
め
た
い
人
へ 

禁
煙
の
す
す
め

健康支援課地域医療係
TEL757-3719（内線 127）

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係☎757-3112（内線214）まで

●問合せ　健康支援課地域中核病院建設推進室
　　　　　☎757-3187（内線128）

禁
煙
の
動
機
を
確
認
す
る

禁
煙
補
助
剤
を
利
用
す
る

「
1
本
」
を
我
慢
す
る

喫
煙
す
る
状
況
を
作
ら
な
い



全
員
合
格
!
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
体
験

　大地の芸術祭をサポートしながら、活力ある地域づくりを進めよう

と3月29日㈯、まつだいふるさと会館で「NPO法人里山協働機構」

設立総会が開催されました。これまで開催された大地の芸術祭は、地

域や作家、そして多くのサポーターの協働が大きな原動力となってき

ました。同NPOは、ジャンルを超えたサポーターを組織化したもので、

芸術祭を開催するにあたり作品の制作協力やメンテナンス、都市農村

交流などの事業を実施していきます。設立総会で理事長に就任した若

井明夫さん（松代・59歳）は、「地域のための芸術祭です。あらゆる

人たちの協力を得ながら、地域に活力を呼びたいです」と今後の活動

への意気込みを語りました。

　劇団ふるさときゃらばんによる、消防団をテーマにしたミ

ュージカル公演「地震カミナリ火事オヤジ」が、4月2日㈬

クロス10で開催されました。全国の約3,000人の消防関係者

の取材を基に作成したストーリーは、現実そのもの。山火事

の消火や女性消防団のポンプ操法などは迫真の演技で、会場

の約500人の鑑賞者から拍手が送られていました。同劇団の

塩田博さんは、「消防団は、地域コミュニティも作り出してい

ることを伝えたいです」と話し、鑑賞した十日町消防団の渡

辺茂副団長（河内町・59歳）は、「消防団の励みになります」

と絶賛。このミュージカルは、県内10か所で公演されます。

　

青
年
海
外
協
力
隊
平
成
19
年
度
4
次
隊
と
し

て
、
西
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
国
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

(

人
口
約
1
、
3
6
0
万
人)

に
赴
任
す
る
柳
綾

子
さ
ん(

泉
町
・
27
歳)

が
3
月
19
日
㈬
、
田
口

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
平
成
15
年
か
ら
東
京

都
内
に
あ
る
病
院
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
柳
さ
ん
は
、
現
地
で
保
健
衛
生
の
啓
発
・

普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。
赴
任
に
あ
た
り
柳
さ

ん
は
、「
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
い
現
地
で
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
、
保
健
衛
生
活
動
に
励
み
た
い
で
す
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

消防団活動 親しみあるミュージカルで

地域ではぐくむ芸術祭　NPO里山協働機構設立

あ
こ
が
れ
て 

青
年
海
外
協
力
隊

　市内の店舗・施設がサービスを提供し、十日町市を訪れた人をもて

なす「お立寄り処 ホッとひと駅」が4月から開設されました。この

取り組みは、店舗や個人などが「おもてなしの心」でトイレや休憩所

を無料提供したり、観光パンフレットを配置したりして、来訪者から

市内を快適に観光してもらおうというもので、初日現在で市内各地で

38施設が登録しています。１日㈫、本町分庁舎でのぼり旗を掲げた

田村邦夫十日町市観光協会長は、「市民と観光客が気軽に交流するこ

とで『またこのまちに来たい！』と思ってもらえる取り組みにしたい

です」と多くの皆さんの協力を呼びかけました。「ホッとひと駅」へ

の加入は、各地域の観光協会で受け付けています。

ホッ！とひと息ついてがねかの

　

3
月
22
日
㈯
、
市
内
で
撮
影
が
行
わ
れ
る
映

画
「
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
体
験
が
ク
ロ
ス
10
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
老
若

男
女
約
3
0
0
人
が
参
加
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
な
ど
審
査
員
5
人
の
前
で
、
く
じ
で
引
い
た

せ
り
ふ
を
一
言
。
見
事
全
員
が
合
格
し
、
映
画

へ
の
出
演
が
決
ま
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
春
川

優
希
さ
ん
（
稲
荷
町
3
本
通
り
・
15
歳
）
は
、「
審

査
員
の
皆
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
う

ま
く
言
え
ま
し
た(

笑)

。
撮
影
が
楽
し
み
で
す
」

と
5
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
撮
影
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。

●実 施 日　４月26日、６月14日・28日、７月

　12日・26日、８月９日・23日、９月27日

　（10月以降の開催日は未定）

●実施場所　市役所本庁舎市長室ほか

●対 象 者　原則として市内に住所または勤務地・

　所在地がある個人及び団体（10人以内）

●申込方法　氏名、年齢、住所、電話番号、市長

　と話し合いたい内容などを明記のうえ、FAX・

　Ｅメール・郵送など適宜の方法で事前に申し込

　んでください。受付は先着順

　（開催日の３日前締め切り）

●対話時間　午前９時から正午まで。１組１時間

　以内

●出 席 者　市長／関係職員など

●そ の 他　市長公務の都合や、やむをえない事

　情により実施できない場合があります。内容に

　より、対話によらず電話対応や文書回答するこ

　とがあります。

　市民の声を市政に生かすとともに相互に信頼関

係を築くため、市民と市長が直接対話する「サタ

デー市長室」を行っています。参加希望者は、下

記により申し込んでください。

　3月26日㈬、５回目の策定委員会を開催し、道路輸送

サービスの維持・充実に向けた基本方針や施策概要など、

これまで検討してきた内容を冊子にまとめた「計画案」

について議論を行いました。

　この生活交通基本計画案を下記により公開し、内容に

ついて広く市民の皆さんから意見を募集します。

◇意見の募集期間：～４月25日㈮　※必着

◇資料の閲覧場所：本庁総合政策課・各支所地域振興課

　公民館、情報館、本町分庁舎、市ホームページ

◇意見の提出方法：

　①郵便　〒948-8501　十日町市千歳町３-３    

　　総合政策課企画政策係

　②FAX　752-4635

　③電子メール　th-sogo@city.tokamachi.niigata.jp
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サタデー市長室

tokamachi topicstokamachi topics

市民と
市長が対話するサタデー市長室

申込み・問合せ： 総務課広報広聴係(☎757-3112)問合せ：総合政策課企画政策係(☎757-3193)

生活交通基本計画案の
　パブリックコメントを募集します



十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

平成20年度 十日町市成人式

会　　　　場 開　　催　　期　　間 展　示　時　間

十日町情報館
４月19日㈯～４月27㈰
※休館日：４月21日㈪

午前９時30分～午後５時

千手温泉「千年の湯」 ４月29日(火・祝)～5月6日(火・祝) 午前10時～午後10時

まつだい芝峠温泉「雲海」 ５月８日㈭～５月13日㈫ 午前10時～午後８時

松之山自然休養村センター
５月15日㈭～５月20日㈫
※休館日：5月18日㈰

午前８時30分～午後５時30分

Ｕモール ５月21日㈬～５月27日㈫
午前９時30分～午後７時
※最終日は、午後５時まで

問合せ 総務課広報広聴係 ☎757-3112

　北朝鮮による拉致問題や、特定失そう者問題について、皆さんから理解や関心を深めてもらい、拉致被害

者やその家族を支援するため、写真パネルや広報パネルの巡回展を開催します。 

【会場と開催期間】

●入場料：無料　※千手温泉「千年の湯」と芝峠温泉「雲海」は、パネル展は無料ですが、入浴などで施設

　　　　　　　　　を使用する場合は入館料が必要です

北朝鮮による拉致問題を考える巡回パネル展

　市では、昨年９月から、家庭で不用となった天ぷら油などの廃食用油の回収を公共施設で始め、12月からは一部

のガソリンスタンドでも回収を行ってきましたが、４月からは、市内のほとんどのガソリンスタンドで回収が行な

われるようになりました。

　回収した廃食用油は、市内の業者が地球と体にやさしいＢＤＦ（軽油代替燃料）に精製し、市でも一部の公用車

に使用しています。また、保育園や学校、給食センターなど公共施設で使用した廃食用油の回収も始めました。

　廃食用油を、燃やすごみではなく、化石燃料に替わる大切な資源としてリサイクルに、ぜひご協力ください。

　なお、本庁舎、本町分庁舎、支所庁舎、公民館でも、従来どおり毎週木曜日に回収しています。  

ガソリンスタンド名 所在地（町名） ガソリンスタンド名 所在地（町名）

㈱大渕石油店ＳＳ 下条栄町 村山石油ＳＳ 山本町２丁目

長谷川石油㈱ＳＳ 上新田第４ ㈱ミナミ商会川治給油所ＳＳ 川治上町

㈱山田屋商店四日町給油所ＳＳ 四日町第１ ㈱山松商店伊達ＳＳ 伊達第３

㈱村昭本町ＳＳ 本町７丁目１ ㈱吉田商会ＳＳ 土市第４

十日町石油㈱本町ＳＳ 本町６丁目１ 米岡石油㈱ＳＳ 野口

㈱ぴっとランド十日町給油所 稲荷町３丁目本通り ㈱ヰガワ石油ＳＳ 新町新田

㈱村昭十日町西ＳＳ 高田町３丁目西 ㈱山松商店川西給油所ＳＳ 中屋敷

㈱山松商店十日町給油所 高田町３丁目西 ㈱ぴっとランド川西給油所 上野

十日町石油㈱高田町ＳＳ 高田町６丁目 ㈱イタバ中里給油所ＳＳ 荒屋

㈱山田屋商店十日町給油所ＳＳ 山本町５丁目 石光石油㈱中里給油所ＳＳ 上山

セキヨシ十日町ＳＳ 千歳町 ㈱ぴっとランド田沢給油所 田沢本村

㈱ケンベイミユキ美雪町給油所ＳＳ 美雪町 1丁目 ㈱ぴっとランド中里給油所 高道山

㈱倉澤石油ＳＳ 春日町３丁目 ㈱前田商会ＳＳ 松代　 

㈱吉田商会西ＳＳ 高田町６丁目 ㈱アドバンスＳＳ 太平

㈱山松商店十日町バイパスＳＳ 高山第３ ㈱松之山温泉給油所ＳＳ 天水越

十
日
町
市
廃
食
用
油
回
収
協
力
店
一
覧

※廃食用油は、ペットボトルなどの容器に入れて持ち込み、赤いポリタンクに入れてください。容器は持ち帰ってください。

天ぷら油（廃食用油）のリサイクルの回収か所が増えました

●問合せ　市民生活課環境政策室環境企画係　☎757-3740

第32回十日町きものまつり

きものの里を
　きもので歩こう!参加者募集
　きもの産地ならではの春のまつりに、きものを

着て参加しませんか。着付け、昼食付きです。き

ものを持っていない人には、十日町のきものを貸

し出します。

■期　日＝５月３日(憲法記念日)

■定　員＝きもの持参：10人

　きもの貸出：女性25人（振袖20人・付下５人)

　　　　　　　男性４人

　※先着順。定員になり次第締め切ります

■参加費＝

　きもの持参者：2,000円（着付料、昼食代）

　きもの貸出者：5,000円（きもの貸出料、着付料、　

　昼食代）

■申込み・問合せ＝

　十日町観光協会 ☎757-3345

　ホームページ　http://www.tokamachikankou.jp

　※きものまつりのイベント情報は 

　４月下旬に新聞折り込み予定

■日　時＝５月３日（憲法記念日）

　午前11時～午後０時15分（10時30分開場）

■会　場＝クロス10（本町６）

■内　容＝市内で音楽活動をしているグルー

　　　プによるミニライブ

　◆特別ゲスト：高野千恵さん（予定）

※駐車場に限りがあります。自家用車での来

　場はできるだけご遠慮ください

【新成人へ向けたメッセージ募集！】 

　市民の皆さんから、新成人に向けた激励の

メッセージを募集しています。直筆、パソコ

ンで作ったもの、書道や写真など形式は問い

ません。成人式当日、会場に展示します。４

月22日㈫までに、生涯学習課または最寄りの

公民館へお届けください。

■問合せ＝生涯学習課 ☎757-8918

　電子メールによるメッセージは

　こちらから

　th-edu-gakushu@city.tokamachi.niigata.jp

　

清
掃
後
に
メ
ー
ン
会
場
で
ク
イ
ズ

や
花
の
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
●
日
時
＝
4
月
29
日
（
昭
和
の

日
）
午
前
9
時
〜
11
時
●
集
合
場
所

＝
妻
有
大
橋
付
近
河
川
敷
（
メ
ー
ン

会
場
）
●
実
施
場
所
＝
各
町
内
、
国

道
、
駅
前
な
ど
●
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
環
境
政
策
室
環
境
企
画
係
（
内

線
1
5
7
） 

　

古
道
松
之
山
街
道
を
ガ
イ
ド
と
歩

き
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
5
月
3
日

（
憲
法
記
念
日
）
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
3
時
〈
星
峠
小
豆
峠
〜
ま
つ
だ

い
駅
〉・
4
日
（
み
ど
り
の
日
）
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
〈
ま
つ
だ

い
駅
〜
名
ケ
山
〉
●
参
加
費
＝
各
日

5
0
0
円
●
定
員
＝
各
日
先
着
70
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
4
月
25
日
㈮

ま
で
に
松
代
支
所
地
域
振
興
課
（
☎

5
9
7

─

2
2
2
0
）

●
期
間
＝
5
月
2
日
㈮
〜
11
日
㈰
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
日
・
祝

日
は
5
時
ま
で
）
※
7
日
㈬
は
休
館

日
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無

料
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
☎
7
5
0

─

5
1
0
0
） 

　

日
本
の
昆
虫
採
集
の
父
・
志
賀
夘

助
さ
ん
の
1
0
4
年
の
人
生
を
紹

介
し
ま
す
。
●
期
間
＝
〜
7
月
13
日

㈰
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館
は

4
時
30
分
ま
で
）
●
休
館
日
＝
火
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）
※

4
月
30
日
は
開
館
●
会
場
＝
「
森
の

学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
●
入
館
料
＝
大
人

5
0
0
円
、
小
・
中
・
高
生
3
0
0

円
、
幼
児
無
料
●
問
合
せ
＝
「
森
の

学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎
5
9
5

─

8
3
1
1
） 

　

キ
ナ
ー
レ
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
4
月
19
日

㈯
午
後
2
時
〜
4
時
●
会
場
＝
キ
ナ

ー
レ
●
参
加
費
＝
無
料
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
7
5
2

─

0
1
1
7
）

●
日
時
＝
5
月
14
日
㈬
〜
12
月
17
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜

（
全
23
回
）
●
会
場
＝
中
央
公
民
館

●
受
講
料
＝
3
、
0
0
0
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
7
5
0

─

5
0
1
0
）

●
日
時
＝
4
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
展
示
会
は
5
時
ま
で
）

●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
内
容
＝
起
震

車
体
験
、
住
宅
耐
震
相
談
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
●
問
合
せ
＝
魚
沼
木
材
協
同
組

合
（
☎
7
5
7

─

8
6
5
7
） 

　

1
、
5
0
0
円
で
飲
み
放
題
・
食

べ
放
題
で
す
。
●
日
時
＝
4
月
29
日

（
昭
和
の
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
2

時
●
会
場
＝
旧
名
ケ
山
小
学
校
●
問

合
せ
＝
元
気
な
郷
づ
く
り
委
員
会
・

小
海
（
☎
7
5
7

─

6
8
3
5
）

●
日
時
＝
5
月
5
日
（
こ
ど
も
の

日
）
午
後
2
時
〜
●
会
場
＝
千
手
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場

料
＝
7
0
0
円
●
曲
目
＝
「
き
み
は

愛
さ
れ
る
た
め
に
生
ま
れ
た
」「
永

遠
の
愛
」
ほ
か
●
問
合
せ
＝
柳
（
☎

7
5
2

─

6
0
5
7
）
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春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

古
道
松
之
山
街
道
を
歩
く

重
野
桂
二
作
品
展
『
創
る
』

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

志
賀
夘
助
追
悼
展

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト　

G
i
f
t
s
〜
癒
し
の
ラ
イ
ブ

明
日
の
キ
ナ
ー
レ
を
語
る
会

手
話
教
室

魚
沼
木
材
協
同
組
合

起
震
車
体
験
&
展
示
会

山
菜
ま
つ
り



会
場
＝
中
央
公
民
館
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
柳
（
☎
7
5
2

─

2
0
9
5
）

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

▼
4
月
の
人
事
異
動
で
前
任
の
（
わ
）
に
代

わ
り
市
報
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
（
高
）
で

す
。
広
報
を
担
当
し
て
い
る
広
報
広
聴
係
は
、

係
員
4
人
の
う
ち
2
人
が
交
替
と
な
り
ま
し

た
。
ベ
テ
ラ
ン
2
人
が
抜
け
た
影
響
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
係
員
4
人
、
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で
市
報
作
り
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
（
高
）
は
18
年
前
に
一
度
市
報
の
担
当
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
取
材
を
と
お
し
て

多
く
の
人
に
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
行
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
と
き
の
貴
重
な

経
験
を
そ
の
後
の
仕
事
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
今
度
は
合
併
後
の
十
日

町
市
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。
取
材
な
ど

で
お
じ
ゃ
ま
を
し
ま

し
た
ら
気
軽
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▼
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
観
光
交
流
課
よ

り
広
報
広
聴
係
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
（
笛
）

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
に
入
庁
し
て
6
年
間
、
商
工
観
光
畑

で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
広
報
関
連
業
務

は
ほ
と
ん
ど
未
経
験
で
あ
り
不
安
も
多
々
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
仕
事
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

▼
思
い
起
こ
せ
ば
6
年
前
、
平
成
14
年
に

旧
十
日
町
市
に
採
用
さ
れ
て
、
す
ぐ
配
属
に

な
っ
た
の
が
、
市
民
一
丸
で
盛
り
上
が
っ
た

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ク
ロ
ア
チ
ア
代

表
選
手
を
迎
え
る
キ
ャ
ン
プ
推
進
本
部
で
し

た
。
当
時
の
担
当
は
報
道
広
報
部
。
新
人
で

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
中
、
ク
ロ
ア
チ
ア
サ

ッ
カ
ー
協
会
と
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
橋
渡
し

役
を
担
い
、
日
々
ほ

ん
ろ
う
し
て
い
た

こ
ろ
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

(高)(笛)

後期高齢者医療保険料の
特別徴収が始まります
後期高齢者医療保険料の
特別徴収が始まります

　十日町市の自然景観・イベント・文化財など

をとらえた感性豊かな作品を募集します。

●応募期間＝６月2日㈪～30日㈪必着

●応募規格＝カラープリントで四つ切、またはワ

　イド写真※銀塩写真に限る。デジタルカメラで

　撮影したものは未加工・銀塩プリントのみとし、

　インクジェットプリンタは使用不可

●応募規定＝①市内で撮影した未発表の作品に限

　り、１人５点まで②作品の裏面に、題名・撮影

　場所・撮影年月日・氏名・住所・電話番号を記

　入した応募票をはり付けてください（応募票は

　自作でも可）③入賞作品の著作・所有・使用権

　は主催者に帰属（入賞作品は返却不可。選外作

　品は切手付き返送封筒を同封した人にのみ返却）

　※詳細は下記まで問い合わせてください

●応募・問合せ＝

　〒948-0082 十日町市本町２本町分庁舎内

　十日町観光協会 ☎757-3345

十日町市
観光写真コンテスト作品募集

第29回

寄付ありがとう
3月25日届出分まで
(敬称略)

●十日町市へ＝貝澤正浩

（山崎・100,000円）

●地域福祉基金へ＝

黒嶋一利（伊友・50,000

円）丸山義信（根深・

100,000円）

●社会福祉施設へ＝矢口

邦治（昭和町４・木工品：

十二支16体）

●情報館へ＝高橋和子

（寺尾）水品彦平（朝日町）

上村千代子（下平新田）

阿部昌義（寿町２）湯沢

謹治（田川町２）渡辺か

おり（小千谷市） ㈱佐藤

新聞店（四日町新田２）

●博物館へ＝大熊喜一

（中条上町）

　国民健康保険から後期高齢者医療へ制度移行する人を対

象に、年金からの保険料の天引き（特別徴収）が始まります。

該当する人には、暫定的に決定した４・６・８月の保険料

額を４月中旬に通知します。今回対象となる人は、下記の

条件を満たす人です。そのほかの人は、７月以降の納期で

年間保険料を納めてもらうことになります。

　なお、確定年間保険料と納付方法は、７月に全対象者へ

お知らせします。

〈４月からの特別徴収対象者〉

○平成19年11月末現在で市の国民健康保険に加入していた人

○介護保険料が年金から天引きされている人

○介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、介護保険

料を天引きしている年金の支給額の２分の１を超えない人

※３つの条件に当てはまっていても、19年度内に75歳にな

った人や加入保険の異動があった人のうち、一部の人につ

いては対象にならない場合があります

●問合せ＝介護国保課国保係 ☎757-3735

募集住宅 建設年度 構造 間取り
家賃

（円／月）
募集
戸数

備考

松代
地域

善宗塚住宅 Ｓ52年度
簡易耐火造
３階建

６帖１室、4.5帖
２室、DK

12,000～  
　19,900

３戸
11・17・
21号室

ハイツちとせ住宅 Ｈ14年度
木造高床
３階建

８帖１室、６帖
１室、LDK

50,000 １戸 C-102号室

下町第２住宅
（特定公共賃貸住宅）

Ｈ8年度
木造高床
３階建

10帖１室、６帖
１室、LDK

48,000 ２戸
B- １・
B- ３号室

松之山
地域

松之山第一住宅 Ｓ55年度
簡易耐火造
３階建

６帖３室、K
14,800～
　24,600

１戸 ２号室

●
募
集
期
間
＝
4
月
11
日
㈮
〜
25
日

㈮
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み
条
件

の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課

建
築
住
宅
係
（
内
線
2
7
6
）

●
開
催
日
＝
7
月
6
日
㈰
●
会
場

＝
ク
ロ
ス
10
●
出
場
料
＝
1
人
2
、

0
0
0
円
※
当
日
は
和
装
着
用
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
5
月
15
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
十
日
町
観
光

協
会
（
☎
7
5
7

─

3
3
4
5
） 

　

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
●

活
動
日
＝
毎
月
２
回
土
曜
日
午
後
●

●
期
日
＝
5
月
25
日
㈰
●
会
場
＝
市

総
合
体
育
館
●
種
目
＝
女
性
の
部

●
参
加
費
＝
1
チ
ー
ム
2
、
5
0
0

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
5
月
9
日

㈮
午
後
5
時
ま
で
に
市
総
合
体
育
館

（
☎
7
5
2

─

4
3
7
7
） 

　

硬
式
テ
ニ
ス
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
●
活
動
日
＝
毎
週
水

曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午
●
会
場
＝

市
総
合
体
育
館
●
問
合
せ
＝
十
日
町

テ
ニ
ス
協
会
・
富
田
（
☎
7
6
1

─

0
2
0
3
）

　

J
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
1
第

11
節
対
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
戦
（
自
由

席
）
に
ご
招
待
し
ま
す
。
●
日
時
＝

5
月
6
日
㈫
午
後
2
時
30
分
試
合
開

始
●
会
場
＝
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
●
応
募
条
件
＝
市
内

在
住
●
募
集
人
数
＝
5
0
0
人（
応

募
多
数
の
場
合
抽
選
）
●
応
募
方
法

＝
往
復
は
が
き
に
①
5
月
6
日
清
水

戦
②
住
所
③
氏
名
・
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
3
枚

ま
で
）
⑥
後
援
会
資
料
請
求
有
無
を

記
載
※
1
世
帯
に
つ
き
1
通
限
り
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
4
月
24
日
㈭（
必

着
）
ま
で
に
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

後
援
会
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
〒

9
5
0

─

0
9
5
4
新
潟
市
中
央

区
美
咲
町
2

─

1

─

10
☎
0
2
5

─

2
8
2

─

0
0
1
1
）

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
化
石
燃
料

を
使
わ
な
い
、
地
球
に
や
さ
し
い
暖

房
で
す
。
購
入
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
請
を
す
る
と
補
助
金
が
出
ま

す
。●
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
個
人
・
団

体
・
事
業
所
な
ど
●
補
助
金
額
＝
税

抜
き
本
体
価
格
の
4
分
の
1
（
上
限

５
０
、
0
0
0
円)

●
申
請
・
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室
環
境

企
画
係
（
内
線
1
5
7
）

　　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
支
給
を
希
望
す

る
場
合
は
、
5
月
30
日
㈮
ま
で
に
町

内
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

設
置
費
と
維
持
管
理
費
は
町
内
負

担
で
す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市

民
生
活
課
環
境
政
策
室
生
活
環
境
係

（
内
線
1
5
8
）

　

冬
期
間
に
集
落
な
ど
で
共
同
使
用

す
る
小
型
除
雪
機
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
＝
10
世
帯
以
上
で
構
成
す
る

自
治
会
・
除
雪
組
合
・
集
落
●
貸
与

機
械
＝
出
力
24
馬
力
、
除
雪
幅
1
・

2
m
、
5
台
●
貸
与
条
件
＝
導
入
費

用
の
2
分
の
1
に
相
当
す
る
金
額
を

負
担
す
る
こ
と
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
4
月
30
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に

克
雪
維
持
課
克
雪
利
水
係
（
内
線

2
7
3
）
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設

課
　

お
お
む
ね
30
代
半
ば
ま
で
の
人
が

対
象
で
す
。
※
要
予
約
●
日
時
＝
4

月
17
日
㈭
・
24
日
㈭
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
●
会
場
＝
本
町
分
庁
舎
●
問

合
せ
＝
産
業
振
興
課
雇
用
開
発
係

（
☎
7
5
7

─

3
1
3
9
）

　

会
場
や
受
験
料
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
簿
記
検
定
試
験
】
●
試
験
日
＝
6

月
8
日
㈰
●
申
込
み
期
間
＝
4
月
16

日
㈬
〜
5
月
9
日
㈮
（
必
着
）

【
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験 

段
位
認
定

試
験
】
●
試
験
日
＝
6
月
22
日
㈰
●

申
込
み
期
間
＝
4
月
21
日
㈪
〜
5
月

16
日
㈮
（
必
着
）
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
申
込
み
期
間
内
に
、申
込
書（
問

合
せ
先
に
配
置
）
に
受
験
料
を
添
え

て
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎
7
5
7

─

5
1
1
1
）

　

4
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭
は
定
期
点

検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
●
問
合
せ

＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
7
6
8

─

2
9
8
8
） 

　

十
日
町
地
域
整
備
部
で
は
、
建
築

係
が
南
魚
沼
地
域
整
備
部
建
築
課
に

統
合
・
集
約
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
建
築
に
関
す
る
窓
口
」
を
設
置
し

て
各
種
申
請
の
受
付
・
相
談
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
20
年
3
月

31
日
を
も
っ
て
同
窓
口
を
廃
止
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
市
を
経
由
し
な
い

書
類
は
「
南
魚
沼
地
域
振
興
局
地
域

整
備
部
建
築
課
」
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
南
魚
沼
地

域
振
興
局
地
域
整
備
部
建
築
課
（
☎

0
2
5

─

7
7
2

─

3
9
5
8
）

　

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登
録

審
査
が
必
要
で
す
。
●
日
時
＝
4
月

18
日
、
6
月
20
日
、
8
月
15
日
、
10

月
17
日
、
11
月
21
日
、
21
年
1
月
16

日
、
2
月
20
日
の
各
金
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
30
分
●
会
場
＝

4
・
8
・
11
・
1
月
は
県
庁
、
6
・

10
・
2
月
は
長
岡
地
域
振
興
局
●
持

参
す
る
も
の
＝
①
登
録
を
受
け
よ
う

と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃
砲
刀
剣
類

発
見
届
③
手
数
料
（
1
件
に
つ
き
県

収
入
証
紙
6
、
3
0
0
円
分)

●
問

合
せ
＝
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
（
☎

0
2
5

─

2
8
0

─

5
6
1
9
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　

市
報
3
月
25
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
8
ペ
ー
ジ
の
サ
ー
ク
ル
参

加
者
募
集
で
、
健
康
体
操
②
の
活
動

日
が
「
第
2
・
4
金
曜
日
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
第

2
・
4
水
曜
日
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド
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公
営
住
宅
入
居
者
募
集

第
２７
回
十
日
町
小
唄
日
本
一

優
勝
大
会
出
場
者
募
集

第
4
回
市
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
日
町
テ
ニ
ス
協
会

レ
デ
ィ
ー
ス
部
員
募
集

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

支
給
し
ま
す

小
型
除
雪
機
を
貸
与
し
ま
す

若
者
の
た
め
の
仕
事
相
談

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

各
種
検
定
試
験
の
ご
案
内

千
年
の
湯
休
館
日
の
お
知
ら
せ

「
建
築
に
関
す
る
窓
口
」

業
務
を
廃
止
し
ま
し
た

２０
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
の
お
知
ら
せ

こ
ど
も
箏こ

と

教
室

参
加
者
募
集



山
本
優ゆ

香か

さ
ん（
5
年
）

　

ミ
ル
は
、
私
が
飼
っ
て
い
る
ハ
ム
ス
タ
ー
で

す
。
私
は
学
校
か
ら
帰
る
と
ミ
ル
を
か
ご
か
ら

出
し
て
遊
ん
で
あ
げ
ま
す
。
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
が

大
好
き
で
、
ほ
お
ば
っ
て
食
べ
ま
す
。
私
の
手

と
ミ
ル
の
大
き
さ
を
考
え
て
彫
り
ま
し
た
。

桑原　萌
めぐみ

さん（６年）
　私は、ピアノを上手に弾いてみたいです。きれいな音でいろんな曲が弾けたらいいな。鍵盤を一枚一枚彫るのが大変だったけど、ピアノを踊るように曲げて、なめらかなメロディで弾いている感じにしました。

　
　

ピ
ア
ノ
の
世
界

34 清津峡小学校

ミルと私
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■ 人　口  61,701人（－206） 男  30,187人（－123）  女  31,514人（－83）
■ 世帯数  19,930世帯（－9） 3月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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